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供用中のインフラ施設を活用した新技術実証のしくみ構築 

― 愛知アクセラレートフィールドの概要 ― 
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図-1 愛知アクセラレートフィールドのスキーム 

研究の目的 

ベンチャー企業や大学などの先進技術保有者に対して供用中のインフラ施設を技術実証フィールドとして提供

するしくみを構築することにより，先進技術の社会実装の支援，インフラ運営の効率化，地域住民に対する低廉で

良質なサービスの提供を同時に実現することを目的とする． 

技術の説明 

愛知道路コンセッション(株)が構築したしくみ「愛知アクセラレートフィールド」の特長は次に示す３点である．

①実際に供用されているインフラ施設を無償で利用し，新技術の実証ができる．②建設関連のみならず AI，ICT な

ど業界を問わず誰でも参加することができる．③新技術の効果が確認されたものについてはインフラ運営実務で積

極的に活用する．本しくみの運用により，先進技術保有者は，通常立ち入ることが難しい実際に供用されている橋

梁・トンネル等で新技術の実証を行うことができるため，新技術の開発が促進される．一方，インフラ運営者は，

運営上の課題および要求される技術水準を第三者にオープンにすることによって早期に先進的技術を集めること

ができるため，速やかにインフラ運営の効率化を図るとともに，地域住民に対して低廉で良質なサービスを提供す

ることができる． 

主な結論 

しくみの運用開始に先立ち，参加者の選定基準や知的財産の帰属，費用負担や安全上の責任などについて取り決

め を 行 う と と も に ， 効 率 的 に 情 報 発 信 お よ び 収 集 を 行 う た め の 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ

（https://www.acceleratefield.com/）を制作した．さらに，技術実証の試行を行った． 
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